
正誤表 

2021年２月27日 

2021年目標 ＴＡＣ建築士講座 

級  一級 

講 義  学科 

科 目  構造 

教 材  テキスト・問題集 

 
日付 頁 誤 正 

2/27 

テキスト 

P154 

34行目 

地下部分に作用する地震力Ｐは、地下部分の重

              

の和）に次の水平震度 kを乗じて求める。 

（※下線部分が図で隠れてしまいました。） 

地下部分に作用する地震力Ｐは、地下部分の重

量Ｗ b（固定荷重と積載荷重 

の和）に次の水平震度 kを乗じて求める。 

テキスト 

P376 

37行目 

長期許容応力度の上限値は、上式より 

120Ｎ/㎡となる。 

長期許容応力度の上限値は、上式より 

120 kＮ/㎡となる。 

 
日付 頁 誤 正 

2/27 

問題集 

問223肢４解説 

P486 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題集 

問231肢３解説 

P502 

 
以上のとおり、訂正をお願いいたします。 
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横移動が拘束されていない
ラーメン架構の柱の座屈長さ

座屈長さは
節点間距離
（階高）h
より長くなる

横移動が拘束されていない
ラーメン架構の柱の座屈長さ

座屈長さは
節点間距離
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より長くなる


